
キャリアデザイン

演習B

第５講

創造力を身につける



１．授業の狙い • 「会員企業に実施した採用と大学改革への期待に
関するアンケート結果」 2022年1月日本経済団体連
合会

＜特に期待する資質＞ ＜特に期待する能力＞



２．到達目標

①社会人として必要なコミュニケーション能力

②他者と協調しながら積極的に問題を解決する力

③アイディアを生み出し新しい価値を創造する力

④自分の強みを理解して自己をアピールできる力

⑤論理的な思考に基づき意見を述べることができる力



創造力を身につけるにはどうしたらいいの？



知識の引き出しを持つ

• 知識が無ければ何も生まれない

• 知識から生まれるものは無限大

• 知識の引き出しを脳につくる

• 知識はイメージで脳に保存する

• 五感が脳を刺激して知識を結合

• 必要としているもの、新しいア
イディアを脳が瞬時に組立てる

知識

知識

知識

新しい
アイディア

五感で
得た
情報

結合



問題意識と情報収集

なんでだろう？ そういうことか！

世界中の情報に触れる
（堀江貴文氏）

問題意識力 知識吸収力



ひらめきと発言

こんなのはどうだろう？ それいいね！だったらこれは？

互いに発表しあう
（ブレインストーミング）

創造力 創造のための協力

問題意識力と知識吸収
力があれば鍛えられる



６人前後のグループに分かれます
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６人前後のグループに分かれます
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教 室 ラウンジ



グループワーク



【ウォーミングアップ】
大学生が住みたくなる理想のまち

• 大学生が住みたくなるまちに必要と思う施
設の絵を付箋に描いて、ホワイトボードに
貼って理想のまちを完成させてください。

• 下手な絵でも構いません

• 順番を決めて一人ずつ貼ってください

• 順番を飛ばしてはいけません

• 一人最低１枚は描いて貼ってください

• ５分間で最も多くの施設を貼ったグループ
の優勝です



スタバ文字のみは認めない



【課題】
想像力を鍛
えてみよう



ご老人の困りごと

• 写真のご老人は、

• ①どのような場所に住んでいて

• ②どのような生活をして

• ③どのような困りごとがあると想像でき

ますか？

• 回答集を読みながら、さらにできるだけ

多く想像できる困りごと挙げてください。

制限時間15分



手荷物を持っていない

スマホを持っていない

アスファルトの照り返し

周囲に人影ない

手入れがされていない森林

手入れがされていない原野

ゴルフ練習場
何の建物？

熱中症対策？

足が悪い



近所を散歩？自宅から
かなり距離あるかも

救急車呼べない
位置がわからない

熱中症のリスク

犯罪の可能性

野生動物が生息

野生動物が生息

住宅街にはない
廃墟かも

認知症徘徊？ 転倒リスク



ホワイトボードに記載する

①住んでいる場所

②普段の生活

③ご老人の困りごと

歩行困難・転倒リスク

車がない・買い物不便

孤独・友達いない

スマホない・助け呼べない

た
く
さ
ん
出
し
て
み
る

公共交通機関がない郊外

一人暮らしで孤独



困りごとを絞り込む

• グループで話し合って、
自分たちが解決しようとす
る困りごとを一つに絞り込
んでください。

どの困りごとを
解決する？



ホワイトボードに記載する

①住んでいる場所

②普段の生活

③ご老人の困りごと

歩行困難・転倒リスク

車がない・買い物不便

孤独・友達いない

スマホない・助け呼べない

一
つ
に
絞
り
込
む

公共交通機関がない郊外

一人暮らしで孤独



困りごとを解決する

• 一つに絞り込んだ困り事を
解決するためのアイディア
をできるだけ多く挙げてく
ださい。

• どらえもん的なアイディア
でも構いませんので付箋に
描いて貼ってください。

• アイディア同士を組み合わ
せると画期的な解決方法が
生まれます。

ブレストを思い
出すんじゃ！

制限時間30分



ホワイトボードに記載する

解決する困りごと 車がない・買い物不便

ドローンで
届ける

学生が届け
る

学生が独居老人
専用配送サービ
スを立ち上げる

学生が
発注

注文

学生が操縦



まとめかた

私たちは

を

することによって解決します

車をもたない高齢者が日常、
買い物にいけない不便な状況

学生が高齢者から注文を受けて
ドローンを操縦して店舗から
高齢者宅に配送するサービスを
立ち上げる

解決する困りごと

アイディア



グループ発表
発表者を１名決めてください

発表者は評点１０点とします

課題提出時に発表しましたと
記載してください



発表の手順

私たちは

を

することによって解決します

車をもたない高齢者が日常、
買い物にいけない不便な状況

学生が高齢者から注文を受けて
ドローンを操縦して店舗から
高齢者宅に配送するサービスを
立ち上げる

解決する困りごと

アイディア



ゴルフ練習場があるような郊外に住んでいるので公共交通機関はなく、
近くに友人もおらず、自宅以外に自分の居場所がなく孤独である

ご主人は他界したか寝たきりのため一人で散歩するのが日課である

人気のない道を一人で歩くのは、野生動物との遭遇や
通りがかりの犯罪に巻き込まれたり、
熱中症などの急な病を発症した場合の救助の遅れなどのリスクがある

しかも、スマホを持っていないので認知症だった場合、
徘徊しても位置を特定できないため発見できないこともありそう

よってこの老人の困りごととしては
居場所がなく孤独であること、車を運転できないので買い物や通院が不便なこと
急病や犯罪・事故に巻き込まれたときに助けを呼べないこと
または、
位置や健康状態を知る手段がないので救助が遅れるもしくは救助できないこと

杖をついているので車を運転できず、
日常の買い物や通院に不便を感じている可能性は高い



近所を散歩？自宅から
かなり距離あるかも

救急車呼べない
位置がわからない

熱中症のリスク

犯罪の可能性

野生動物が生息

野生動物が生息

住宅街にはない
廃墟かも

認知症徘徊？ 転倒リスク

ドローンで宅配
独居老人専用の配送
サービスを学生が運営
自動運転の車を買う

杖か帽子にGPSと心拍数や体温などの
身体データを取得できる機器を装着し

て異常時に自動的に消防に通報

送迎サービス付きのカフェに改築



第５講の課題

• 以下の質問への回答をmoodleからオンラインテキストで提出してください。

1. グループワークで出された困りごとを解決するアイディアをできるだけ多く
記載してください。

2. 別紙「小樽市が抱える地域福祉課題」 に記載されている①～⑤の中で解決策
を考えてみたい課題を２つあげて、その理由も記載してください。
①子供・子育て、②高齢・介護、③障がい、④住環境、⑤地域活動

第１位：

理由：

第２位：

理由：

パワポ使える学生は「パワポ使えます！」と記載してください



第６講の予告

• テーマは「アイディアを出して小樽市の課題を解決しよう」です

• 第６講～第１０講まで連続５回同じメンバーでグループワークを行いま

すので極力欠席しないようお願いします

【第6講】

小樽市の課題を

調査する

【第7講】

解決する課題を

一つに絞る

【第8講】

ブレストでアイ

ディアを出す

【第9講】

解決策をプレゼ

ンにまとめる

【第10講】

小樽市職員にプ

レゼンする



第６講の予習

• QRコードを読み込んで、小樽
市が令和元年に行った「しあわ
せな地域づくりのための市民ア
ンケート」を閲覧してください。

• 特に、P43～P.49に記載されて
いる課題と解決策は、来週以降
のグループワークに役立ちます。

ツツジの妖精さちこ
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